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10月2日、私たち分会から上申した問題について地方本部と関西支社の間で業務委員

会が開催されました。

上申した問題は、6月19日に発生した台風４号による運行障害に関してです。主な内

容は、「風雨の中、旅客をホームに降車させた問題」「運休に関する判断」「乗務員運用の

問題」「富士川警戒水位に関しての問題」「管理者による手歯止め割損の問題」「乗務員に

対する食事時間の確保の問題」「各乗泊地におけるタオル、歯ブラシ、石鹸、化粧道具の

配備」等についてそれぞれの問題点を解決・改善するよう議論されました。

中でも、異常時の運行の都度、発生する営利優先の列車運行や、乗務員に対する食事や

健康面の配慮のない運用、旅客の安全をもないがしろにした対応など、あくまでも会社の

「効率的な運用」を優先にした対応が繰り返されています。私たちは今回の業務委員会で

の議論でもまだまだ解決したとは思っていませんし、積み残しになっている問題は今後も

会社に訴えかけていかなければならないと考えています。

「男性用、女性用のアメニティセットが配備されています。」
今回、私たちは、「タオル、歯ブラシ、石鹸、化粧道具」を乗務員が宿泊する場所に配

備して配布するように申し入れました。

会社の回答は、「異常時のアメニティセットについては、男性用および女性用について

現在、５運輸所に配備している。」「（配備していることを知らない乗務員がいるが）その

ようなことはない。周知したはずである。」また、運輸所以外の宿泊地にも配備すること

に関して「意見があったのは聞いておく」と回答しました。

乗務員の皆さん！異常時にタオルや歯ブラシがなくて困ったことはありませんか？わざ

わざコンビニまで行って安くない商品を買った経験はありませんか？また、女性乗務員の

皆さん、化粧道具を友人から借りたことはありませんか？重い荷物をサブバックに入れて

いませんか？

私たちの要求に関して、乗務員の皆さんが求めていた回答のひとつを引き出しました。

「周知している」と言いますがそのような事実がないことは皆さんも承知だと思いますが、

今後、異常時に遭遇した時、当直の管理者の方に言いましょう。「アメニティセットあり

ますか！」と。


